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24. ニューギ=ア産イエバエの殺虫 剤に対す る感受性 について+. 林 地妃L).骨口山正
夫2),疎水 哲l).加納六郎 l)(東京医科歯科大学医学部医動物学教室1),大正撃望兆(株)全紙防山科学研究
室2))49.8.1受理

ニューギニア地域のイエバエの殺虫剤感受性について調査し,一般的に苅槻系イエバエよりも各

和の殺虫剤に対して苅い感受性を示すことを明かにした. しかし,Malathionに対して Rabaul

(90.848FLg)とWau(3･344pg)は敬い抵抗性を持つ特殊なコロニーの存在することも明かにな

った.

最近における本邦産イエバエの殺虫剤感受性につい

ては林,ら (1973,74)I)2)によって報告されている.

また.台湾,インドネシアについても報告された｡し

かし,ニューギニア万両の調査報告は全くないので調

衣を行い.知見を柑たので朔告すろ｡

本文に入るに際し.tlも試dlの兜人に格別の御配慮を

いただいた皿鉢Jtr仏訳肌物快唆所羽口支所川崎倫-支

所長,田立-TJyJ'相生研光所術iL招山部良和比奈正二nB

*水和rtはm和48咋俊文怖'H杓学研北門祁助企 (Wfj外
学術調禿)にJ:ろ研兜成米の一部である.

仰土に御礼巾し上げる.また,実験に御協力いただい

た研兜宝の各位に謝意を表する.

実験材料および方法

供試昆虫 実験に用いたイエバエMuscLZdomcsh'ca

Linn6,1758はニューギニアの次の地域で採集し,那

究室に空相して大兄飼召した個体群である.なお,揺

袋地と採災咋月口は次の如くである.

Wau(NewGuinea)- -･WauEcologyInstitute

のti''.内.昭和49咋1月13口授災.
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Rabaul(NewBritain)- -･空港待合室,昭和49年

1月20日採袋.

Kavicng(Newlrland)･････.Nativeのマーケット,

脚和49咋1月28日採集.

PorlMoresby(NewGuinea)--･市内のKokiマ
ーケット.昭和49年1月28日採雑.
なお,感受性の比較のために当研死去で累代飼育中

のTm似系イエバエを捺準系統として用いた.

供抗薬剤 失験に班用した殻虫剤は pyrethrins,

Allethrin,Sumithion(純度,95.5%),Diazinon(純

皮.99.6%).DDVP(純度,97.6%),Baytex(純

瓜 99.2%).r-BHC(純度.99%以上)およびDDT

(工業用原体)の9位燐である.

実験方法 突験は供試薬剤をアセトンで所定洪皮に

稀釈し,微虫注射券でイエバエ雌成虫 (体重21mgか

ら23m,ど)の胸部背板部へ0･5FLlあて滴下処理する局

所施用法によって行った.

薬剤を処理した後,別の窄掛 こ移して餌を与え25oC
の恒温室で飼育し.24時間後の致死虫数を観察した.

実験は1回1池波に30弧 3辿区制で3回反駁軍施した.

実験括黒および考残

ニA-ギニア超イエバエの数磁 殻虫剤に対す る

LD80帆を求め,袈1に粒現した. それぞれの殺虫剤

に対する各コロニーの!･B受性を高槻系と比校し,傾向

をまとめると次の如くである.

Allcthrinでは Kavieng,Rabaul,Wau,Port

MorcsbyのJ脚こ娼受性は低下した.PortMoresby

(0.721fLg)は前槻系 (0.481fLg)に比較して利3々 強

い帆 LJJJが認められる｡

Pyrethrinsでは Kavieng,Wau,Rabaul,Port

Moresbyの帆 こ!･JR受性は低下した.PortMoresby

(1.529FLg)は揃槻系 (0.387fig)よりかなり強く,
約4倍であり耐性の犯UBに入ろものと考えられる｡

sumithionでは Kavieng,Wau,Rabaul,Port

Moresbyの唄で感受性は低下するが.いずれも高槻

系よりも高い感受をしめした.したがって,現状では

抵抗性の問題はない｡

Diazinonでは Kavieng,Rabaul,PortMoresby

の唄に感受性は低下し,いずれも高槻系よりも高い感

受性をしめした｡Malathionでは Kavieng,Port

Moresby,Wau,Rabaulの唄で感受牡は低下した.

Rabaul(90.848Ill),Wau(31344FLg)は祐槻系に

比較して感受性は低く, 高槻系に対して Rabaulは

200倍,Wauが約7倍の強 さをしめし,Malathion

に対して強い抵抗性の発達が認められる.

I)DVP,Baytexではいずれも高槻系よりもは受性

は高く,抵抗性や耐性は認められなかった.コロニー

間では Kaviengが最も感受性が高く,PortMoresby

が低い幌向が認められた.r-BHC,DDTについても

どのコロニーも高槻系よりも溺い感受性をしめした｡

また,コロニー閲では Kaviengが蚊も掛 ､!.&受性を

しめした.

以上の結果から,ニューギニア産イエバエは-I.'古槻系

に比較して殺虫剤に対する感受性は高いことが明かに

なった｡また.今回,調査した範囲でのコロニー問の

殺虫剤感受性はKaviengが虫も高く,PortMoresby

が奴も低い傾向にあることが判った.このことは殺虫

剤の散布歴の違いによるか,もともと只なる性質を持
つものであるかは不 明である｡ しかし,Rabaulが

Malathionに対して異聞に強い抵抗性をホしたこと

は予想し得なかった結架である｡この原凶が空tJLBであ

るため殺虫剤の散布が充分であったためか,あるいは

他の地域から航空機により搬入されたものが定着した

とも推察される｡

また.今回.実験した殺虫剤で投も殺虫力が強かっ

たのは DDVPで,Sumithion,Diazinonがこれに

次ぐものであることが判った.

Table1. LD-50valuesof9insecticidesto4coloniesofthehouseflies

collectedinNewGuinea(〝g/fly)

Colonyname
Insecticides

Wau Rabaul PortMoresby Kavieng Takatsuki

Allethrin

Pyrethrins
Sumithion

Dia之inorL
Malathion
DDVP

Baytex

r-BHC
DDT (tech.)

0.449 0.391
0.411 0.420

0.071 0.071
0.079 0.059
3.344 90.848
0.037 0.047
0.115 0.052

0.539 0.232
2.438 2.043
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4.547
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r-BHCや DDTに対しては本邦宛イエバエに比較

して非'ITriこ感受性が高く,沖縄弧 台関取 インドネ
シア誰などの結果と郊似していろことは舛昧ぶかい｡

引 用 文 献

1)相 克妃;yJ'山n学,38.158(1973).

2)林 与J6む,骨nmJT=刀;恥 じ私物.21,279(1974).

SummAry

Thehouse川eswerecollectedfrom4placesin

NewGuineaandtheirresistancelevelstoDDT,

Lindane,Malatllion,Diazinon,DDVP,Baytex,

Sumithion,pyrethrinsandAllethrinwereevalua･

ted.

The LD-50 yalues o14 houseily colonies

collectedinNew GuineaareshowninTable1.

Itw.lSfoundthatmanyhouseflycoloniesinNew

Guineashowed hkhersusceptibility tothese

insccticidcsthantheTakatsukistrain,especially

thelHcscol1cctcd inKavicng.However,two

houseflycolonies,whichwerecollectedinRabaul

andWauwereresistanHoMalathion,showing

901848/Lgand 3･344ILgPCrrCmalcasLD-50

valuerespectively.

TheResistantLevelofⅡouseE]ylaryaetoSe▼eralInsecticidesinlndonesi8. Akifumi

HAyAsHll),MasayoshiHATStJK▲DEモ),SatoshiSHINONAGAl),RokuroK▲NOl),J.SuliantiSAROSO3),

andlskakKoIMAN-)(DepartmentofMedicalZoology,FacultyofMedicine,TokyoMedical&

DentalUniversityl),Tokyo,Japan;TaishoPharmac.,Co.,Ltd2).Tol(yo,Japan;Communicable

DeseasesControls),Jakarta,Indonesia;NationalInstituteofMedicalRcsearchl),Jakarta,
Indonesia)ReceivedÅug.28.1974.Botyu･Kogoku,39,117,1974.(withEnglishSummary119)

25. イン ドネシア産イエバエの幼虫に対する殺虫剤の感受性について●. 柿 兄史l).甘口

出正美2'.碓永 田l),加納六郎1'.J.S.S▲ROSO3),I.KoIMAN.'(榔 iL一脚 I脚下斗大学院学部醗動物学故蚤1㌧
大正製共(株)会社防虫杓学研究室2).CDC8),NIMR一)) 49.8.28受刑

インドネシアの8品.16ヶ所から採雄したイエバェの幼虫の各和殺虫剤に対すろ感受他こついて
実験した.この紡凪 Timorで採袋した No.15系を除き.DiaZhon,Malathion.Sumithionに

対して市税系よりも払い幌向にあることを知った.

著者ら(1974)3)は前報でインドネシア産イエバエ成

虫の殺虫剤感受牡について報Llaした｡しかし,幼虫に

関する検討はなされていなかったので検討を行なった.

この検討の結果.成虫の場合とやや只なり,各種殺虫

剤に対して比較的感受性の低いという縄味あろ結果を

得たので報告すろ｡

本文に入るに際し,稀々御助言をいただいた名古屋

大学名誉教授弥富啓三博士ならびに実験に協力された

当研死去の高問良之助氏に御礼申し上げる.

実験材料および方法

供拭昆虫:木実験に用いたイェバエ Muscadome･

stJ'caLinn占.1758はインドネシアの8L:i.16ヶ所か

ら採火し,研光鎚に空怖し大穴飼押した付け七郎である｡
研兜室では幼虫l抑ま_V.何附.177.Cで.成血糊は2,00'砂
約枚やミルクで卿 t湖ffした.なれ 災駿にはその終
齢幼虫を使用した.

供拭薬剤:実験に班mした椴山剤は Diazinon,(純

皮,99.6%),Sumithion(純度.98.7,%),Malathion

*本報告は昭和48年度文部省科学研究班補助金 (市外

学術調査)による研究成果の一部である.

(純皮.95.5%).r-BtIC (純瓜 99,%以上)および

DDT(工TlhT(休)の5和現である.

実験方法 ;火映には各 原々体の5%乳剤を調嬰注して

ITlいた.火映方法は24時間浸tl'紙 で,胡 試薬剤を水で

所定渋皮に稀釈し,田径9.Ocmx拓き5.0cmの窄罰別こ

5mJあて注入し.終齢幼虫を放ち脱出しないように

布で霞をして25oCの実験室に24時開設田した後.致

死虫数を観察した.1薬剤で8濃度区を設け,1肌庇

に3区で3回反復実施した｡供試虫数は1淡皮1区に

20頭を用いた｡

英験括果および考残

インドネシアの8rL.16カ所から採処したイエバエ

の終齢幼dlに対すろ懲姐試験の紡矧 土光1に記載した

如くである｡ これらのk.f裸は,LC80位で示されてお

りこれを韮礎にし,それぞれの地域における各種殺虫

剤に対する感受性の傾向を高槻系と比較してまとめる

と次の如くである.

Diazinonに対する感受性の傾向は高槻系のLC80倍

が 1,15ppm に対して No.4系＼(Jakarta)のそれは

194.55ppmで169.2倍と殻も強く,No.15系(Timor)
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